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オープン！！ 

f e a t u r e

C O N T E N T S

COSMORAMA（コズモラマ）の由来 
「宇宙」や「世界」を表わすCOSMOS（コスモス）
とPANORAMA（パノラマ）との合成語。19世紀
にロンドンの街角でしばしば行なわれた世界各地
の様子をのぞきみせるショーの名称として使われ
たのが最初。世界の動きに興味を持ち、大きな視
点に立ってそれを見渡すことができるようにと
NGU NEWSの愛称に採用しました。 
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F e a t u r e  

学生運営の店 
　「Cafe&Bakery MilePost」 
　オープン！！ 
 
I n t e r v i e w  

活躍するNGU生 
　　　　　森　絵利香 柴田勇紀  
T o p i c s  

都市景観賞受賞 

名古屋学院大学 
　教育研究振興資金（寄付金）のお願い 

瀬戸キャンパス 
　第1グラウンドリニューアル・ 
　学生寮設置 
 
E s s a y  

シリーズ　エッセイ 
在外研修生活を振り返って 
 水田健一 
  
M y  l e c t u r e  d i a r y  

私の講義日誌⑱ 肥田朋子 
 
C a m p u s  N o w  

地域連携センター 
　「シティーカレッジ2008」 
　開講講座ご案内 

名古屋学院大学・ 
　熱田生涯学習センター連携講座 

2008年度入学式を挙行 

新入生オリエンテーション風景 

2008年度入試結果と 
　2009年度入試に向けて 

2008年度予算 
 
I n f o r m a t i o n  

2007年度学位記授与式を挙行 

2007年度スピーチコンテストを実施 

2008年度父母会総会・ 
　父母懇談会のご案内 

海外協定校訪問ツアー参加父母募集 

2007年度学長表彰 

2008年度 新任教職員紹介 

喫煙マナーの徹底を 

行事予定（2008年5月～11月） 
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マイルポスト同好会に所属。カフェの運営、イベント運
営などを通じて社会貢献活動を推進していきます。 

「明るくて活
気があり、世代

を超えて楽し
くなごめる 

カフェです。 

地域の方々に
も愛されるお

店にしたいで
すね。 

フェアトレード
商品やイベン

トなど社会貢
献にも力を 

入れていきま
す。」 

マイルポスト新店長 

清岡春奈さん 
外国語学部 
国際文化協力学科4年 
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学生運営の店 
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「マイルポスト」学生スタッフ 



　
２
０
０
８
年
１
月
２７
日
に
学
生
運
営
の
ま
ち
づ
く
り

カ
フ
ェ「
マ
イ
ル
ポ
ス
ト
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
 

　
本
学
で
は
、２
０
０
７
年
度
文
部
科
学
省
現
代
Ｇ
Ｐ

（
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）に
選
定

さ
れ
た
取
り
組
み「『
地
域
創
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
』の
実
践
」

や
名
古
屋
市
と
の
地
域
連
携
協
定（
２
０
０
７
年
１０
月

１
日
締
結
）に
基
づ
き
、名
古
屋
市
熱
田
区
で
の
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
本
格
的
に
始
め
ま
し
た
。
 

　
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、日
比
野
商
店
街
の
空
き

店
舗
を
活
用
し
、地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
学
生
運
営

の
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ「C

a
fe
&
B
a
ke
ry M

ile
P
o
st

（
マ
イ
ル
ポ
ス
ト
）」
を
オ
ー
プ
ン
。『
地
域
創
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
』の
地
域
貢
献
の
一
つ
で
あ
る
「
も
の
・
ま
ち
づ
く
り
」

事
業
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、大
学
の
指
導
・
監
督
の
も
と
学
生
が
主
体
と

な
っ
て
店
舗
運
営
を
行
い
、経
営
管
理
や
ま
ち
づ
く
り
な

ど
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、「
マ
イ
ル
ポ
ス
ト
」
を
拠

点
に
様
々
な
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・
実
践
を
行
い
、

地
域
と
連
動
し
な
が
ら
「
地
域
共
生
・
地
域
創
造
」
を

具
体
的
に
学
び
ま
す
。
 

日比野商店街では毎月８日に
「8の日清掃」を実施。マイル
ポストスタッフももちろん参加し
ます。 
清掃後の地域の方々との交
流も楽しみのひとつです。 

＜第16回ひびのコイまつり＞に参加 
（2008年4月13日（日）日比野商店街主催） 
マイルポスト同好会を中心とした16名の学生ボランティアが活躍し、企画段階から運営まで多岐に
渡り活躍しました。 

バングラデシュ、ネパール
などのフェアトレード雑貨
も取り扱います。 

＜8の日清掃＞ 
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活
躍
す
る
お
二
人
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
 

Ｔ
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Ｃ
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0
点
獲
得
 

P R O F I L E

森　絵利香さん 
外国語学部英米語学科4年 

も  り 　 　   え り か  

生 
U
G
N

活 
躍 

I n t e r v i e w

基礎教育センターでの学習 

留学先のアラスカにて 

　
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
9
1
0
点
獲
得
、素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
受
験
の
き
っ
か
け
は
？
ス
コ
ア
ア
ッ
プ
の
た

め
に
ど
の
よ
う
に
学
習
し
ま
し
た
か
。
 

 　
自
分
の
英
語
力
が
一
般
的
に
見
て
ど
の
く
ら
い
な
の

か
を
知
り
た
く
て
受
験
し
ま
し
た
。
 

　
特
別
な
勉
強
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、普
段
か
ら
洋
楽

を
聴
く
、海
外
ド
ラ
マ
や
洋
画
を
英
語
で
見
る
、英
文
を

C
D
に
合
わ
せ
て
音
読
す
る
、英
語
の
本
を
読
む
な
ど

英
語
力
を
ア
ッ
プ
す
る
学
習
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
 

 　
留
学
を
さ
れ
た
と
う
か
が
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
に
留

学
し
ま
し
た
か
。
 

　
留
学
で
の
思
い
出
や
成
果
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

 　
ア
メ
リ
カ
の
ア
ラ
ス
カ
州
に
10
ヶ
月

留
学
し
ま
し
た
。一
番
の
思
い
出
は
素

敵
な
友
達
に
出
会
え
た
こ
と
。
留
学

期
間
の
大
半
を
そ
の
友
達
の
家
族
の

中
で
過
ご
し
、ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
と

て
も
身
近
に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
 

 　
お
す
す
め
の
講
義
や
、語
学
力
を
高
め
る
た
め
の
教
材

な
ど
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

 　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
の
授
業
は
、実
際
の
英
語
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
、い
ろ
ん
な
お
話
を
し
た
り
、質
問
を
し

た
り
で
き
る
と
て
も
よ
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、レ
ベ
ル
や
目
的
に
合
っ
た

様
々
な
教
材
が
あ
り
ま
す
か
ら
、私
も
よ
く
利
用
し
て

い
ま
す
。
 

 　
将
来
の
目
標
は
？
 

 将
来
は
世
界
一
周
を
し
て
、い
ろ
い
ろ
な
人
や
出
来
事
と

の
出
会
い
を
た
く
さ
ん
経
験
し
た
い
で
す
！
 

 　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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全
日
本
学
生
ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会
優
勝
 

P R O F I L E

柴田 勇紀さん 
経済学部経済学科4年 

し ば た 　  ゆ う き  

ご両親と競技場にて 

　
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
 

　
ず
ば
り
勝
因
は
な
ん
で
し
ょ
う
。
 

 　
勝
因
は
平
常
心
で
す
。
 

　
２
位
と
の
間
に
大
き
く
点
差
が
開
き
ま
し
た
。

平
常
心
を
保
つ
こ
と
で
、技
術
面
で
も
練
習
の
成

果
を
発
揮
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
 

　
こ
の
大
会
は
大
学
生
の
ス
キ
ー
技
術
１
位
を

決
定
す
る
大
会
で
、全
日
本
選
手
権
大
会
の

予
選
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
出
場
選
手
は
40
人

ほ
ど
で
、種
目
は
不
整
地
小
回
り
、整
地
小

回
り
、総
合
滑
降
、急
斜
面
大
回
り
が
あ
り
、合

計
点
で
順
位
が
決
ま
り
ま
す
。
 

 　
ス
キ
ー
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
。
普
段
の

練
習
内
容
や
、大
学
生
活
と
ク
ラ
ブ
活
動
の
両
立
の
コ
ツ

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

 　
５
歳
の
時
に
ス
キ
ー
を
初
め
て
は
き
、大
会
の
初
出
場

は
小
学
６
年
生
の
時
で
す
。
両
親
が
競
技
ス
キ
ー
を
し

て
い
た
た
め
、自
然
に
興
味
を
持
ち
大

会
に
出
場
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
練
習
は
数
ヶ
月
ご
と
に
内
容
の
改
善

が
で
き
る
よ
う
に
、常
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

記
録
を
つ
け
て
い
ま
す
。
 

　
両
立
は
大
変
で
す
が
、忙
し
い
時
は

ま
ず
遊
び
を
減
ら
し
て
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
勉
強
は
妥
協
し
ま
せ
ん
！
 

 

　
経
済
学
科
で
の
学
び
を
将
来
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て

い
き
た
い
で
す
か
。ス
キ
ー
も
含
め
て
今
後
の
目
標
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

 　
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
は
「
放
送
と
通
信
の
融
合
の
新

し
い
か
た
ち
」で
す
。
3
年
生
の
秋
学
期
か
ら
プ
レ
ゼ
ン

と
ダ
メ
出
し
を
繰
り
返
し
、文
章
に
し
て
き
ま
し
た
。
卒

論
制
作
で
学
ん
だ
“常
に
改
善
す
る
姿
勢„
を
忘
れ
ず
、

将
来
何
を
す
る
に
し
て
も
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

　
今
後
の
目
標
は
、来
年
の
全
日
本
選
手
権
大
会
で
決

勝
に
進
む
こ
と
で
す
。
最
終
的
に
は
、※
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

 ※
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー:

ス
キ
ー
技
術
の
研
究
お
よ
び
指
導
技
術
の
普
及

に
携
わ
り
、広
く
一
般
大
衆
と
の
接
点
に
お
い
て
、ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
行
う

も
の
。
 

 　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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都市景観賞受賞 

名古屋学院大学　教育研究振興資金（寄付金）のお願い

T o p i c s 
本
学
の
白
鳥
学
舎
が
、第
22
回
名
古
屋
市
都
市

景
観
賞
《
ま
ち
な
み
部
門
》
に
選
ば
れ
、2
月
6
日

に
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
都
市
景
観
賞
と
は
、毎

年
名
古
屋
市
内
に
建
て
ら
れ
た
景
観
上
魅
力
的

な
建
築
物
を
選
定
し
、表
彰
す
る
も
の
で
す
。
 

　
“堀
川
沿
い
の
白
鳥
公
園
に
隣
接
し
て
建
て
ら

れ
た
白
鳥
学
舎
は
、そ
の
敷
地
の
特
性
を
活
か
し
、

校
舎
と
公
園
の
境
界
部
分
に
柵
を
設
け
ず
に
両

者
の
敷
地
を
連
続
さ
せ
て
い
る
。
休
日
に
は
、市
民

が
開
放
的
な
校
舎
と
公
園
を
自
由
に
行
き
来
す

る
風
景
が
見
ら
れ
、大
学
が
敷
地
に
上
手
に
溶
け

込
ん
で
い
る
印
象
を
与
え
て
い
る„
と
選
定
理
由
に

あ
る
と
お
り
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
設
計
コ
ン
セ
プ
ト

が
そ
の
ま
ま
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
推
薦
・
応
募
総

数
4
2
9
件
の
中
か
ら
、選
定
さ
れ
た
7
件
に
入
っ

た
も
の
で
、本
学
の
他
に
選
出
さ
れ
た
建
築
物
に
は
、

ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
・
ア
ー
バ
ン
ネ
ッ
ト
名
古
屋
ビ

ル
・
広
告
付
き
バ
ス
停
留
場
上
屋（
B
―

S
t
o
p
）

な
ど
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
大
建
物
か
ら
バ
ス
停
、個
人

住
宅
ま
で
多
種
多
様
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
都
市
景
観
賞
の
受
賞
は
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

を
中
心
に
、未
来
に
向
か
っ
て
大
き
く
発
展
を
し
て

い
こ
う
と
し
て
い
る
名
古
屋
学
院
大
学
に
と
っ
て
、

大
き
な
弾
み
と
な
る
も
の
で
す
。
 

 本学は、１８８７年創立の名古屋英和学校の伝統のもとに１９６４

年（昭和３９年）に開学し、ミッションスクールとして「敬神愛人」の

建学の精神に沿って国際性に富んだ人材の育成に尽力してま

いりました。 

 ２００７年には環境に恵まれた瀬戸キャンパスに加え、都心の利

便性に優れた名古屋市熱田区に新キャンパスを開設しました。

ダブルキャンパスの下で様々な教育・研究を実践し、現在、文部

科学省からは３つのGP（Good Practice大学教育の充実）の選

定を受け、週刊東洋経済の「本当に強い大学」の特集でランク

インするなど高い評価を得ております。 

 名古屋キャンパス開設初年度となった昨年度は、教育環境の充

実と共に白鳥学舎内に分煙施設を整備する一方、運動施設の

充実に努め、瀬戸キャンパスの第一グラウンドの人工芝生化、野

球場、アーチェリー場の整備を行いました。 

 引き続き学生生活環境のアメニティ向上、教育研究諸条件の整

備の為に、近く白鳥学舎内での新棟の建設事業に取り組む所

存です。 

 名古屋学院大学で充実した学生生活を営むことができますよう

に、教育研究のさらなる充実・発展のため、寄付金は任意ではご

ざいますが、みなさまのご支援を賜りますよう何卒お願い申し上

げます。 

１．寄付金目標額　１億円 

２．寄付金種類 

　１）個人を対象としてお願いするもの　　１口　１万円（１口以上） 
　　 なお、１口未満の場合もありがたくお受けさせていただきます。 

３．振込方法 

　　所定の振込用紙に必要事項をご記入いただき、郵便局でお払
込ください。手数料は必要ありません。新入生のご父母の方々には
別途ご案内済みです。 

４．寄付者ご芳名等の公示 

　　寄付者ご芳名、寄付金額につきましては大学広報誌「コズモラマ」
に掲載させていただきます。なお、掲載の可否につきましては「払込
取扱票」に表記されていますご芳名掲載「不・可」欄の該当箇所
に○を付していただきますようお願い申し上げます。 

５．寄付金に対する減免税措置について 

　　本寄付金が5千円を超える場合は、確定申告でその超えた金額（年
間総所得額の100分の40が限度）をその年の課税所得金額から
控除することができます。 

　　但し、新入生の場合には入学年の4月から12月までの寄付は控
除の対象となりません。 

※寄付金についてのお問い合わせ、その他のご連絡は下記へお願い
いたします。 

名古屋学院大学総務部財務課 
〒456-8612 名古屋市熱田区熱田西町１番25号 
Tel（052）678-4084　Fax （052）682-6811 
 

寄付金要項

寄付金の使途

・ 教育研究施設の充実 
  （新棟の建設資金に充当させていただきます） 
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瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
 

第
1
グ
ラ
ウ
ン
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
学
生
寮
設
置
 

アーチェリー部 硬式野球部 

豊かな自然に恵まれた瀬戸キャンパス。
キャンパス内の池ではコブハクチョウのひ
なが誕生しています。 

アーチェリー練習場 野球場 

女子寮（コスモス） 

　
2
0
0
8
年
2
月
に
瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
第
1
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

野
球
場
、ア
ー
チ
ェ
リ
ー
練
習
場
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
う
ち
第
1
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、天
然
芝
に
限
り
な
く
近
い

人
工
芝
を
使
用
。
鮮
や
か
な
グ
リ
ー
ン
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、衝
撃

吸
収
力
が
高
く
水
は
け
も
よ
い
た
め
、よ
り
安
全
に
プ
レ
ー
で

き
ま
す
。ラ
グ
ビ
ー
部
、ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
さ
ら
な

る
飛
躍
へ
の
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
2
0
0
8
年
4
月
よ
り
人
間

健
康
学
部
生
を
対
象
と
し
た
女
子
寮（
コ
ス
モ
ス
）を
新
設
、学

習
に
集
中
す
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
 

ラグビー部 

＜第1グラウンドリニューアル記念ラグビー祭＞ 
4月27日（日）に第1グラウンドリニューアルを記念し、
ラグビー祭を開催。中学生、高校生による招待試合、
名古屋学院大学と朝日大学による定期戦などが行
われました。 
たくさんのギャラリーが見守る中、熱戦が繰り広げら
れました。 

第1グラウンド 

アメリカンフットボール
部 
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E s s a y

水 田 健 一  
み ず た 　 け ん い ち  

在外研修生活を
振り返って

29

ジョージメイソン大学の日本語・日本文化サークルでの 
日本語スピーチ大会 

教会で行われた結婚式風景 

結婚式の後、参列した友人達と 

ジョージメイソン大学の卒業式風景 

ジョージメイソン大学公共選択研究所で研究のために通った 
ブキャナン・ハウス 

経済学部 

　
私
は
２
０
０
６
年
８
月
か
ら
１
年
間
、ア
メ
リ
カ
、バ
ー
ジ
ニ
ア
州

フ
ェ
ア
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
ジ
ョ
ー
ジ
メ
イ
ソ
ン
大
学
で
在
外
研
修
生
活
を

お
く
り
、昨
年
８
月
末
に
帰
国
し
た
。８
月
１０
日
に
現
地
に
到
着

し
、大
家
さ
ん
の
コ
ン
グ
レ
ト
ン
教
授
か
ら
車
を
購
入
し
た
の
だ

が
、車
の
登
録
の
手
続
き
に
手
間
取
っ
て
し
ま
い
、１
カ
月
近
く
を

車
な
し
の
生
活
を
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
折
り
に
ス
ー

パ
ー
か
ら
の
帰
途
、自
宅
ま
で
車
で
送
っ
て
く
れ
た
の
が
、大
学
の

近
く
のSovereign G

race C
hurch

と
い
う
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

教
会
で
牧
師
を
務
め
る
D
a
v
i
d
さ
ん
で
あ
っ
た
。
D
a
v
i
d
さ

ん
か
ら
、教
会
で
外
国
人
向
け
の
英
語（
E
S
L
）の
ク
ラ
ス
に
出

て
み
な
い
か
と
誘
わ
れ
、参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

　
教
会
の
Ｅ
Ｓ
Ｌ
の
授
業
は
５
つ
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ

１０
人
ほ
ど
の
生
徒
と
、ア
メ
リ
カ
人
の
Ｔ
Ａ
お
よ
び
教
師
役
が
参

加
し
て
い
た
。
授
業
前
に
は
無
料
の
食
事
が
振
る
舞
わ
れ
、食
事

の
時
間
に
は
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
加
わ
っ
て
、話
に

花
が
咲
い
て
い
た
。
そ
の
後
D
a
v
i
d
さ
ん
か
ら
、毎
週
日
曜
日

に
行
わ
れ
て
い
るSunday 

Service

に
も
出
て
み
な
い
か
と
誘
い

を
受
け
、ア
メ
リ
カ
人
の
社
会
生
活
を
知
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
い
、参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
驚
か
さ
れ
た
の
は
、聖
書
の

お
話
の
前
に
約
１
時
間
ほ
ど
行
わ
れ
る
聖
歌
の
演
奏
で
あ
っ
た
。

壇
上
の
バ
ン
ド
が
ポ
ッ
プ
ス
調
の
リ
ズ
ム
で
演
奏
し
、舞
台
上
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
は
聖
歌
の
歌
詞
が
映
さ
れ
る
。
参
加
者
は
３
０
０
人
ほ

ど
で
、楽
し
そ
う
に
バ
ン
ド
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
聖
歌
を
歌
っ
て
い

る
。
 

　
バ
ン
ド
の
指
揮
者
と
し
て
、日
本
人
の
坂
口
誠
太
郎
さ
ん
も
時
々

担
当
し
て
い
た
。
彼
は
１０
年
程
前
に
ジ
ョ
ー
ジ
メ
イ
ソ
ン
大
学
を
卒

業
し
て
か
ら
、教
会
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
き
た
と
い
う
。こ
の
教
会

で
は
、Ｅ
Ｓ
Ｌ
ク
ラ
ス
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
担
当
し
、マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

社
に
勤
め
る
日
系
の
T
e
d
さ
ん
や
、海
軍
軍
人
で
ア
フ
リ
カ
系
ア

メ
リ
カ
人
の
Gr
e
g
さ
ん
と
も
懇
意
に
し
て
い
た
だ
い
た
。
T
e
d

さ
ん
か
ら
は
、何
度
か
自
宅
に
招
い
て
も
ら
っ
た
り
、教
会
を
通
じ

て
英
語
や
日
本
語
の
聖
書
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
も
ら
っ
た
。

G
r
e
g
さ
ん
か
ら
は
、
彼
の
同
僚
の
人
の
家
で
行
わ
れ
た

T
hanksgiving 

D
ay

の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
呼
ん
で
い
た
だ
い
た
。
教

会
を
通
じ
た
ア
メ
リ
カ
の
人
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
最
も
強
く
感

じ
た
こ
と
は
、教
会
が
ア
メ
リ
カ
人
の
社
交
生
活
の
な
か
で
、大

き
な
役
割
を
占
め
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
宗

教
的
規
範
の
薄
い
日

本
で
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
で
あ
る
が
、ア

メ
リ
カ
人
の
生
活
の

中
で
、
宗
教
活
動
を

通
じ
た
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ

ピ
ー
が
大
き
な
位
置

を
占
め
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
感
じ
た
。
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My lecture diary

私

の

講

義

日

誌

 

肥田  朋子 

  　
本
学
に
人
間
健
康
学
部
が
新
設
さ
れ
3
年
目
に
入
り

ま
し
た
。
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、後
輩
に
対
し
て
2
、3

年
生
が
熱
心
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
姿
も
み
ら
れ
、活
気
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は
、
卒
業
時
に
理
学
療

法
士
国
家
試
験
受
験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
が
、そ
の
た

め
に
履
修
規
定
さ
れ
て
い
る
専
門
系
の
科
目
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。
昨
年
は
人
間
健
康
学
部
開
設
2
年
目
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、ま
だ
開
講
さ
れ
て
い
る
専
門
科
目
が

少
な
か
っ
た
の
で
、「
機
能
障
害
診
断
学
」
、「
機
能
障
害

診
断
学
演
習
」
の
み
で
は
あ
り
ま
す
が
担
当
し
ま
し
た

の
で
、ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
理
学
療
法
士
は
、身
体
に
異
常
を
訴
え
る
方
に
対
し
て

理
学
療
法
を
行
い
ま
す
。
た
だ
、闇
雲
に
実
施
す
れ
ば
よ
い

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、そ
の
個
々
人
の
状
態
に
合
わ
せ
て
、

理
学
療
法
の
中
で
も
何
が
最
適
な
治
療
法
と
な
る
か
を

判
断
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。そ
の
た
め
医
療
面
接（
問
診
）

に
始
ま
り
、必
要
に
応
じ
て
動
作
観
察
や
身
体
各
部
位
の

様
々
な
検
査
な
ど
を
行
い
、総
合
評
価
し
て
治
療
法
を
選

択
・
決
定
し
て
い
き
ま
す
。「
機
能
障
害
診
断
学
」
は
、そ
の

入
り
口
と
し
て
大
変
重
要
な
学
問
で
す
。
目
の
前
の
患
者

さ
ん
の
状
態
が
ど
の
よ
う
で
、な
ぜ
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な

っ
て
い
る
か
、ど
う
す
れ
ば
改
善
で
き
る
か
を
考
え
ま
す
。

そ
こ
に
は
先
に
学
ん
だ
「
解
剖
学
」
や
「
生
理
学
」
な
ど
基

礎
医
学
の
知
識
と
理
学
療
法
の
治
療
学
を
結
び
つ
け
る
思

考
過
程
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
座
学
で
思
考
過
程
を

養
い
つ
つ
、演
習
で
は
実
際
の
検
査
法
の
一
部
を
修
得
し
、頭

と
体
の
両
方
か
ら
学
び
取
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
理
学
療
法
士
は
生
身
の
人
間
を
相
手
に
し
ま
す
の
で
、

座
学
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
演
習
で
は
、実
際
の
検
査
手

技
な
ど
を
経
験
す
る
中
で
技
術
修
得
の
き
っ
か
け
作
り
を

行
う
だ
け
で
な
く
、被
検
者
と
な
っ
て
患
者
さ
ん
の
気
持
ち

を
知
る
こ
と
や
、治
療
者
と
し
て
の
姿
勢
を
も
学
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
意
識
し
て
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
演
習
科
目

は
80
名
を
一
度
に
担
当
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、本

科
目
も
青
木
教
授
と
同
時
開
講
し
て
い
ま
す
。
ま
た
実
技

指
導
や
口
頭
試
問
は
、二
人
だ
け
で
は
補
え
切
れ
ず
、学
科

内
の
理
学
療
法
士
免
許
保
持
教
員
に
呼
び
か
け
、忙
し
い

中
、協
力
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
、き
め
細

か
い
親
切
な
指
導
を
今
後
も
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

人間健康学部 
リハビリテーション学科 
（理学療法学専攻）　 

機
能
障
害
診
断
学
・
同
演
習
 

v o l . 1 8
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名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
1
年
経

ち
ま
し
た
。
今
後
、名
古
屋
の
地
で
の
地

域
連
携
活
動
を
活
発
化
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
、今
年
度
は
「
シ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」

講
座
数
を
倍
に
し
ま
し
た
。今
回
の
ご
案
内

は「Spring

」号
で
、8
月
に
は「A

utum
n

」

号
を
発
刊
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、昨
年

同
様
、熱
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
講
座
開
講（
申
込
先:

熱
田
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
）や
、財
界
人
が
講
師
と
な
る
学

部
生
授
業
「
企
業
研
究
２
」
の
一
般
公
開

な
ど
も
実
施
し
ま
す
の
で
、受
講
ご
希
望

の
方
は
、
詳
細
に
つ
い
て
は
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
さ
れ
る
か
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。
 

5月14日（水）～毎週水曜日  15：30～17：00

5月14日（水）～毎週水曜日  18：30～20：00

6月20日（金）～毎週金曜日  10：30～12：00

5月14日（水）～毎週水曜日  10：30～12：00

名古屋学院大学地域連携センター 
TEL 052-678-4077 
FAX 052-683-0410

中国語にチャレンジ！（全10回）※ 

英語で話そう（初級）（全10回）※ 

5月14日（水）～毎週水曜日  19：00～20：30

豊かな人間関係を作る！ 実践コーチング（全4回） 

日本の中のロシア （全4回） 

日商簿記検定3級受験対策講座（全4回） 

5月12日（月）～毎週月曜日  18：30～20：00

Excel入門（全4回） 

5月7日（水）～毎週水曜日  15：30～17：00

在日外国人との多文化共生（全4回） 

6月5日（木）～毎週木曜日  13：30～15：00

「痛み」を学ぶ（全4回） 

7月3日（木）～毎週木曜日  13：30～15：00

「老い」を学ぶ（全4回） 

8月28日（木）～毎週木曜日  15：30～17：00

脳卒中を知ろう！ （全4回） 

6月18日（水）  18：30～20：00

＜学術情報センター公開講座＞会社の決算書のよみ方 

5月21日（水）  13：30～15：00

＜学術情報センター公開講座＞アメリカ研修を終えて 

文化講座 4

コミュニケーション講座 1

スキルアップ講座 2

お申し込み・ 
お問合せ先 

講 座 名  

講座の内容 

期　日 

１回 

２回 

３回 

４回 

５回 

６回 

5月29日 

6月  5日 

6月12日 

6月19日 

6月26日 

7月  3日 

コ マ タイトル  

歴史に見るアジアの中の日本　― 元寇と倭寇をどう考えるか ― 

中国浪漫紀行「徐福」探訪　― 今も日本に生きる徐福伝説 ― 

韓国の経済発展とアジア通貨危機　― 日本との経済交流を中心に ― 

ＢＲＩＣｓインドの経済発展　― 自然エネルギー利用が日本に提起するもの ― 

フィリピン ― 日本国際結婚　― 移住と多文化共生を考える ― 

シルクロードの民族と文化　― 中国西北部から中央アジアまで ― 

講　　師 

人間健康学部教授　曽我 良成 

大学院客員教授　　庵原 孝文 

商学部教授　　　　姜　 喜永 

外国語学部教授　　和田 幸子 

外国語学部教授　　佐竹 眞明 

外国語学部教授　　西脇 隆夫 

名古屋学院大学・熱田生涯学習センター連携講座 

5月9日（金）～毎週金曜日  18：30～20：00

環境問題を考える（全5回） 

7月4日（金）～毎週金曜日  10：30～12：00

思考力：「当たり前」をあらためて考える（全4回） 

社会講座 3

7月31日（木）～毎週木曜日 
15：30～17：00

キリスト教と癒し （全2回） 

特別講座 5

8月26日（火）～毎週火曜日  13：30～15：00

建築のやきもの （全4回） 

1

2

3

4

5

歴史と伝統から見たアジアの展望　～アジアの中の日本を考える～　 

日本の伝統文化のいくつかはアジアの文化から影響を受けています。アジアの 
いろいろな国の人々の生活や文化、経済にふれることで、アジア、そして日本の 
良さを再認識しませんか。 

対象・定員 

会　場 

学習プログラム 
木曜日　18：30～20：30

名古屋学院大学日比野学舎　301教室 

一般・50名 

※は有料講座 

※申し込みは4月24日で終了しました 名古屋市熱田生涯学習センター　TEL 052-671-7231　FAX 052-671-7232お問合せ先 
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2008年度 
入学式を挙行 

　
2
0
0
8
年
4
月
1
日（
火
）午
前
10
時
30
分
よ
り
、

本
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
隣
、名
古
屋
国
際
会
議
場
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
に
て
キ
リ
ス
ト
教
の
司
式
に
則
り
入
学

式
が
挙
行
さ
れ
、学
部
1
、3
2
2
名
、編
入
学
26
名
、

大
学
院
90
名
、留
学
生
別
科
11
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま

し
た
。
 

　
式
で
は
、葛
井
宗
教
部
長
に
よ
る
聖
書
朗
読
・
祈
祷
の

後
、小
嶋
学
長
か
ら
次
の
と
お
り
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。「
本
学
は
建
学
の
精
神
と
し
て『
敬
神
愛
人
』（
神
を

敬
い
人
を
愛
す
）と
い
う
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

本
学
の
教
育
は
、た
だ
単
に
知
識
を
蓄
え
る
だ
け
の
勉
強

で
は
な
く
、知
識
を
使
う
立
場
の
各
人
の
人
間
的
成
長

を
目
指
す
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
」「
こ

れ
か
ら
の
4
年
間
を
、こ
の
名
古
屋
学
院
大
学
で
、勉
強

に
、ク
ラ
ブ
活
動
に
、友
達
作
り
に
積
極
的
に
努
力
し
、

一
人
一
人
の
個
性
を
磨
き
人
間
性
を
高
め
、知
識
を
深
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、４
年
後
の
次
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
は
、こ
こ
に
い
る
人
が
一
人
も
落
後

す
る
こ
と
な
く
全
員
そ
ろ
っ
て
卒
業
式
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
 

　
そ
の
後
、大
学
院
・
学
部
・
留
学
生
別
科
の
各
代
表
に

よ
る
宣
誓
、ア
ン
サ
ン
ブ
ル
し
ろ
と
り
に
よ
る
奉
献
演
奏
、

本
学
外
国
語
学
部
生
に
よ
る
祝
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
2
0
0
8
年
度
入
学
者
等
学
生
数
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。
 

学 生 数 （大学院・学部・留学生別科） 
2008年5月1日現在 

2年  3年  合計  

54 

4 

32 

90

17 

3 

13 

33

46 

3 

27 

76

117 

10 

72 

199

5,128

　  　研究科 

　学　部 

531 

379 

243 

169 

1,322

505 

372 

285 

212 

1,374

420 

283 

203 

195 

1,101

550 

319 

233 

―   

1,102

2,006 

1,353 

964 

576 

4,899

1年   2年   3年   4年   

総 合 計 

合計   

1年  

合　　計 

大学院 

学　部 

合　　計 

30留学生別科 

※留年生は4年に含む 

オリエンテーション風景 

主な実施状況 

本学では毎年新入生オリエンテーションを開催しています。
2008年度も、ガイダンスに加え、ウォークラリーや合宿を実施し
ました。この中で行われる自己紹介ゲームやスポーツ大会な

どのプログラムを通じて、友人や教員、ティーチングアシスタント
の先輩らとの交流を深めます。大学生活に早く慣れ、充実し
た学生生活を送られることを期待しています。 

経済学部　4月4日（金） 
ウォークラリー（名古屋キャンパス周辺） 

商学部　4月4日（金）～5日（土） 
新入生合宿（岐阜県高山市） 

外国語学部　4月26日（土）～27日（日） 
新入生合宿（長野県茅野市車山高原） 

人間健康学部　4月6日（日）～7日（月） 
新入生合宿（愛知県田原市伊良湖） 

経済経営 

外国語学 

通信教育課程 

経済学部 

商学部 

外国語学部 

人間健康学部 
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2008年度 
  入試結果と 
2009年度 
  入試に向けて 

学　部 
試 験 日  試 験 区 分  

試 験 日  試 験 区 分  

試験実施学部 試 験 日  試 験 区 分  試験実施学部 

研究科名 

全学部 

9月27日（土） 
 

9月28日（日） 
2月  7日（土） 
2月  8日（日） 
2月11日（祝） 

 
2月28日（土） 

実施日 

大　学　院 

オープンキャンパス 

経済学専攻（修士課程Ⅰ期） 
英語学専攻（修士課程Ⅰ期） 
経営政策専攻（博士前期課程Ⅰ期） 
経済学専攻（修士課程Ⅱ期） 
経営政策専攻（博士前期課程Ⅱ期） 
英語学専攻（修士課程Ⅱ期） 
経営政策専攻（博士後期課程Ⅱ期） 
全専攻共通（修士課程Ⅲ期・博士前期課程Ⅲ期） 

6月14日（土）、7月19日（土）、8月8日（金）※、8月9日（土）、 
8月30日（土）※、9月27日（土）※ 

経済経営 
外国語学 
経済経営 
経済経営 
経済経営 
外国語学 
経済経営 

2009年度入試日程 

2008年度入試結果（各入試区分を合算した表です） （人） 

学 部 

志願者 

2008

女子 全体 

学  科 

※第2～3志望合格者を合格学科に算入。そのため志願者数より合格者数が多い場合あり。 

1,070 

392 

510 

174 

429 

67 

124 

133 

386 

3,285

100 

47 

115 

48 

232 

41 

80 

37 

126 

826総　計 

経済 
 

商 
 

 

外国語 

 

人間健康 

経済 

政策 

商 

情報BC 

英米語 

中国コミュ 

国際文化協力 

人間健康 

リハビリ 

（注）通信制の試験については、別途お問い合わせください。 

10月4日（土） 
 
 

11月8日（土） 
 
 

11月9日（日） 
 
 

12月13日（土） 
1月30日（金） 
1月31日（土） 
2月1日（日） 

  
2月2日（月） 

 
 
 

2月10日（火） 
 

2月27日（金） 

体験入学ＡＯ入試 
特別入試 前期（海外帰国生徒・社会人・外国人留学生） 
編入学試験 前期 
一般推薦入試 前期１日目 
スポーツ推薦入試 前期 
自己推薦ＡＯ入試 １期 
一般推薦入試 前期２日目 
指定校推薦入試 
特別指定校推薦入試 前期 
一般推薦入試 後期 
一般入試 前期１日目 
一般入試 前期２日目 
一般入試 前期３日目 
名古屋高校特別入試 前期 
スポーツ推薦入試 後期 
自己推薦ＡＯ入試 ２期 
特別入試 後期（海外帰国生徒・社会人・外国人留学生） 
編入学試験 後期 
一般入試 中期 
センタープラス方式入試 
一般入試 後期A日程 
特別指定校推薦入試 後期Ａ日程 

全学部 2月27日（金） 
3月10日（火） 

名古屋高校特別入試 後期Ａ日程 
一般入試 後期B日程 
特別指定校推薦入試 後期Ｂ日程 
名古屋高校特別入試 後期Ｂ日程 

2007

女子 全体 

1,007 

326 

480 

306 

568 

161 

205 

263 

638 

3,954

88 

37 

106 

70 

313 

98 

106 

79 

172 

1,069

合格者 

2008

女子 全体 

672 

290 

373 

160 

254 

69 

116 

118 

153 

2,205

65 

35 

96 

44 

146 

43 

75 

37 

60 

601

2007

女子 全体 

637 

288 

340 

206 

240 

124 

140 

177 

146 

2,298

66 

32 

87 

58 

148 

69 

75 

53 

51 

639

入学者 

2008

女子 全体 

355 

176 

267 

112 

155 

36 

52 

83 

86 

1,322

20 

16 

60 

31 

87 

17 

34 

22 

36 

323

2007

女子 全体 

357 

167 

253 

125 

149 

68 

78 

134 

85 

1,416

32 

14 

53 

34 

96 

36 

36 

36 

33 

370

C a m p u s N o w　
本
学
の
2
0
0
8
年
度
入
試
結
果
は
別
表
の
と
お

り
と
な
り
ま
し
た
。
経
済
学
部
で
は
前
年
度
比
約
10

％
志
願
者
を
増
や
し
ま
し
た
が
、外
国
語
学
部
と
人

間
健
康
学
部
で
志
願
者
を
減
ら
し
た
た
め
、志
願
者
全

体
で
同
17
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
2
0
0
8
年
度
入

試
は
18
歳
人
口
の
激
減
期
に
当
た
り
、そ
の
影
響
を
受

け
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
次
に
入
学
者
状
況
で
す
が
、今
年
度
は
入
学
定
員

（
1
、1
9
0
人
）の
約
1.1
倍
に
あ
た
る
1
、3
2
2
人

（
男:

9
9
9
人
、女:

3
2
3
人
）の
入
学
者
を
迎

え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、昨
年
度
同

様
に
合
格
者
の
入
学
歩
留
率
が
高
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
、本
学
の
教
育
内
容
や
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

移
転
効
果
に
よ
る
通
学
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
が
十
分
評

価
さ
れ
て
の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、入
学
者
中

の
女
子
学
生
比
率
が
昨
年
同
様
に
高
か
っ
た
こ
と
も

特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
 

　
 

　
さ
て
、2
0
0
9
年
度
入
試
に
つ
い
て
で
す
が
、さ
ら

に
幅
広
い
受
験
層
を
獲
得
す
べ
く
、教
育
内
容
の
さ
ら

な
る
充
実
や
学
部
学
科
の
再
編
、入
学
試
験
の
方
法

や
日
程
の
変
更
・
追
加
等
を
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

入
試
要
項
上
の
主
な
変
更
点
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

①
一
般
入
試
 

　〈
解
答
方
式
変
更
〉 

　
　
試
験
全
日
程
、オ
ー
ル
マ
ー
ク
解
答
方
式
と
し
、記

述
解
答
を
廃
止
す
る
。
 

　〈
試
験
日
程
追
加
〉 

　
　
中
期
日
程
を
設
定
す
る
。
 

　
　
2
月
10
日（
火
） 

　〈
試
験
方
式
追
加
〉 

　
　
「
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ス
方
式
入
試
」
を
設
定
す
る
。
 

　
　
セ
ン
タ
ー
試
験
得
点
上
位
2
科
目
＋
本
学
試

験
１
科
目（
英
語
ま
た
は
国
語
） 

②
一
般
推
薦
試
験
 

　〈
試
験
方
式
変
更
〉 

　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
試
験
方
式
を
変

更
し
、3
試
験
方
式
か
ら
２
試
験
方
式
と
す
る
。 

　
　
小
論
文
＋
基
礎
学
力
テ
ス
ト
＋
面
接
↓
基
礎

学
力
テ
ス
ト
＋
面
接
 

　〈
試
験
日
程
追
加
〉 

　
　
従
来
日
程
を
「
前
期
」と
し
、
12
月
中
旬
に
「
後

期
」
を
追
加
す
る
。
 

　
　
後
期
日
程:

12
月
13
日（
土
） 

　〈
前
期
地
方
試
験
会
場
追
加
〉 

　
　
2
会
場（
金
沢
・
広
島
）か
ら
4
会
場（
浜
松
・
津
・

金
沢
・
広
島
）に
増
や
す
。
 

　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
も
地
方
試
験
会
場

受
験
を
「
可
」
と
す
る
。
 
 

③
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
 

　〈
受
験
型
追
加
〉 

　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に
「
2
教
科
型
」
を

設
定
す
る
。
 

 　
本
学
は
、瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
と
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の

２
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
体
制
で
新
た
な
歴
史
を
刻
み
始
め

ま
し
た
。
教
育
内
容
に
お
い
て
も
、キ
リ
ス
ト
教
主
義

に
基
づ
く
人
間
教
育
を
礎
と
し
、活
発
な
国
際
交
流

（
留
学
制
度
）、先
進
の
情
報
教
育
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
他
大
学
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
学

の
独
創
的
か
つ
先
進
的
な
教
育
体
制
が
、文
部
科
学

省
の
推
進
す
るG

ood 
P
ractice

（
G
P
）プ
ロ
グ
ラ
ム

の
３
分
野
に
採
択
さ
れ
る
な
ど
、外
部
機
関
か
ら
も
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
在
学
生
、卒
業
生
お
よ
び
そ
の

ご
父
母
の
方
々
に
は
、本
学
の
良
さ
を
十
分
ご
理
解
い
た

だ
き
、各
方
面
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。
 

　
入
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、広
報
資
料
と
し
て
大
学
案
内
や

入
試
要
項
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
配
布
資
料
と
し
て
ご

入
用
の
際
は
、入
学
セ
ン
タ
ー
に
そ
の
旨
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

○センター試験利用入学試験（前期・後期）も実施します。個別試験はありません。 

※名古屋キャンパスのみ開催 
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目的別事業経費内訳 

◆消費収支計算書 
消費収支計算書は、当該年度の帰属収入合計（借入金等の負債となる収入

は除く）から基本金組入額を控除した「消費収入の部合計」と当該年度に消

費する「消費支出の部合計」を比べて「消費収支差額」を算出する構造にな

っています。これにより当年度の収支の均衡や経営状態の健全性を判断する

ことができます。また、基本金組入額は主に当年度および将来取得する施設・

設備の取得資金額です。 

2008年度の帰属収入は5,947,686千円となっています。基本金組入額は

259,247千円となっています。主に第１号基本金で、施設・設備関係支出、白鳥

学舎隣地購入に伴う借入金返済額の組入れによるものです。この結果、消費

収入の部合計は5,688,439千円となります。消費支出の部合計は5,360,035千

円で当年度消費収支差額は328,404千円の収入超過となっています。学校法

人の運営を財務面からみるもっとも重要な帰属収支差額は587,651千円の収

入超過となります。 

◆資金収支計算書 
資金収支計算書は、当該年度の諸活動に対応する全ての収入、支出の内容

を明らかにすることと、支払資金の顛末を明らかにすることです。 

支払資金は前年度繰越支払資金が3,206,910千円で次年度繰越支払資金

は3,181,928千円となり、24,982千円減少しております。 

◆2008年度の主な事業内容 
大学院外国語学研究科英語学専攻（通信教育課程）に博士（後期）課程

を設置します。        

瀬戸学舎施設等改修計画に74,375千円計上しています。 

・新入生の合宿等による入学ガイダンス（経済学部：大学周辺ウォークラリー、

商学部：乗鞍高原、外国語学部：車山高原、人間健康学部：伊良湖） 

・大学院昼夜開講（さかえサテライト設置・名古屋市栄中日ビル７階：企業経

営特別講座） 

・キャリアアップ講座（能力開発講座、資格講座、公務員試験対策講座、イン

ターンシップ） 

・情報教育推進（ノートパソコンを全学生に配布、第９期電子計算機システム、

パソコン検定講座） 

・学内情報システムの整備とＩＴ化の整備促進（キャンパスコミュニケーション） 

・図書館システム・情報検索サービス（新図書館システム、電子ジャーナルデー

タベース） 

・国際交流推進（長期・中期・短期の留学生派遣、海外協定校からの交換

留学生の受入） 

・特色ある教育（エグゼクティブコース、特色ＧＰ・現代ＧＰ・学生支援ＧＰの各

選定事業、企業見学会） 

・スクールバス運行（無料運行の実施、高蔵寺・瀬戸市駅・白鳥３路線） 

・奨学金(日本学生支援機構奨学金、学内奨学金「一般奨学金・緊急奨学金・

社会人学生奨学金等」） 

・健康診断等（学生定期健康診断、学医健康診断、カウンセラー相談） 

・父母懇談会（大学、岐阜、四日市、浜松、金沢） 

・地域連携センター事業（シティーカレッジ：キリスト教と癒し、環境問題を考え

る、建築のやきもの等） 

 

目的別事業予算（資金収支の教育研究経費+管理経費+施設関係+設備

関係の各支出の合計）は表のとおりです。 

●資金収支計算書 （単位 ： 千円） 

（単位 ： 千円） 

（単位 ： 千円） ●消費収支計算書 

収入の部 

 
消費収入の部 

支出の部 

 
消費支出の部 

2008年度予算総括表（学校法人会計基準による） 

学校法人名古屋学院大学の2008年度予算は3月19日に理事会と評議員会で 
承認されましたので概略をお知らせします。 予  算 2008年度 

教育 
454,882 
24.5%
情報 
140,311 
7.6%

学生サービス 
51,810 
2.8%

奨学金 
70,991 
3.8%

スクールバス 
138,863 
7.5%

研究 
122,365 
6.6%

学生募集 
187,090 
10.1%

施設管理運営 
196,865 
10.6%

図書・学術 
81,950 
4.4%

施設保守 
313,726 
16.9%

公共料金 
97,385 
5.2%

'08年度予算 '07年度予算 差異（'08-'07） '08年度予算 '07年度予算 差異（'08-'07） 

◆財務情報の公開について 
２００７年度決算関係書類（財産目録・貸借対照表・収支計算書・監事及び独立監査法人による監査報告書・事業報告書）及び２００８年度予算書類・事業計画書は、６月上旬以降
に名古屋キャンパス白鳥学舎財務課および瀬戸キャンパス総合事務部で縦覧できます。なお、本学ホームページでも公開いたします。 

科　　目 

科　　目 

科　　目 
学生納付金収入 
手数料収入 
寄付金収入 
補助金収入 
資産運用収入 
資産売却収入 
事業収入 
雑収入 
借入金等収入 
前受金収入 
その他の収入 
資金収入調整勘定 
前年度繰越支払資金 
収入の部合計 

5,193,540 
101,100 
10,000 
463,136 
83,524 

0 
23,600 
72,786 

0 
991,680 
68,000 

△ 1,048,123 
3,206,910 
9,166,152

4,880,859 
154,110 
54,000 
500,146 
65,050 

0 
20,400 
32,026 

0 
978,105 
142,473 

△ 1,195,730 
3,895,189 
9,526,627

312,681 
△ 53,010 
△ 44,000 
△ 37,010 
18,474 

0 
3,200 
40,760 

0 
13,575 

△ 74,473 
147,607 

△ 688,279 
△360,475

'08年度予算 '07年度予算 差異（'08-'07） 
5,193,540 
101,100 
10,000 
463,136 
83,524 

0 
23,600 
72,786 

5,947,686 
△ 259,247 
5,688,439

4,880,859 
154,110 
54,000 
500,146 
65,050 

0 
20,400 
32,026 

5,706,590 
△ 494,559 
5,212,032

312,681 
△ 53,010 
△ 44,000 
△ 37,010 
18,474 

0 
3,200 
40,760 
241,096 
235,312 
476,407

科　　目 '08年度予算 '07年度予算 差異（'08-'07） 
2,959,666 

 
1,993,059 

 
332,834 

 
24,476 

0 
0 

50,000 
5,360,035 
328,404 

△ 2,796,284 
△ 2,467,880

2,839,479 
 

1,997,536 
 

448,934 
 

27,220 
0 
0 

50,000 
5,363,168 
△151,137 

△ 2,645,147 
△ 2,796,284

120,187 
 

△ 4,476 
 

△ 116,100 
 

△ 2,744 
0 
0 
0 

△ 3,134 
479,541 

△ 151,137 
328,404

2,985,323 
1,440,927 
302,062 
24,476 
146,000 
50,625 
62,622 
942,190 
240,000 
70,000 

△ 280,000 
3,181,928 
9,166,152

2,873,494 
1,492,343 
369,420 
27,220 
146,000 
189,360 
86,631 
881,324 
386,240 
70,000 

△ 202,315 
3,206,910 
9,526,627

111,829 
△ 51,415 
△ 67,358 
△ 2,744 

0 
△ 138,735 
△ 24,009 
60,866 

△ 146,240 
0 

△ 77,686 
△ 24,982 
△ 360,475

人件費支出 
教育研究経費支出 
管理経費支出 
借入金等利息支出 
借入金等返済支出 
施設関係支出 
設備関係支出 
資産運用支出 
その他の支出 
予備費支出 
資金支出調整勘定 
次年度繰越支払資金 
支出の部合計 

学生納付金 
手数料 
寄付金 
補助金 
資産運用収入 
資産売却差額 
事業収入 
雑収入 
帰属収入合計 
基本金組入額合計 
消費収入の部合計 

人件費 
　(内退職給与引当額） 
教育研究経費 
　(内減価償却額） 
管理経費 
　(内減価償却額） 
借入金等利息 
資産処分差額 
徴収不能引当金繰入額 
予備費 
消費支出の部合計 
当年度消費収支差額 
前年度繰越消費収支差額 
翌年度繰越消費収支差額 

（単位未満四捨五入） 

 
（75,829） 

 
（552,132） 

 
（30,772） 

 
（0） 

 
（505,193） 

 
（79,514） 

 
（75,829） 

 
（46,939） 

 
（△ 48,742） 
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I n f o r m a t i o n
2
0
0
7
年
度
 

学
位
記
授
与
式
を
挙
行
 

父
母
会
総
会
・
父
母
懇
談
会
の
 

ご
案
内
 

　
2
0
0
8
年
度
父
母
会
総
会
が
6
月
21

日（
土
）に
本
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
白
鳥
学

舎
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
総
会
で
は
、予
算
・
決

算
お
よ
び
役
員
の
改
選
な
ど
の
議
題
審
議
の

他
、学
長
か
ら
大
学
の
近
況
・
教
育
方
針
等

に
つ
い
て
の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、2
0
0
8
年
度
父
母
懇
談
会
は
９

月
に
金
沢
、岐
阜
、浜
松
、四
日
市
、本
学
の

各
会
場
に
て
開
催
し
ま
す
。
 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
別
途
ご
案
内
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
多
数
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
 

海
外
協
定
校
訪
問
ツ
ア
ー（
ご
父
母
対
象
） 

2
0
0
7
年
度
 

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
 

　
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、中
国
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト（
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
主
催
・
本

学
学
部
生
対
象
）を
11
月
21
日（
水
）に
実
施

し
ま
し
た
。
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、素
晴
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ

を
披
露
し
ま
し
た
。
左
記
の
み
な
さ
ん
が
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

学
長
表
彰
で
12
名
を
表
彰
 

最
優
秀
賞
 

優
秀
賞
 

敢
闘
賞
 

努
力
賞
 

佐
野
卓
司
 

田
中
悠
人
　
篠
原
史
都
 

末
岡
敦
子
　
関
島
章
太
郎
 

須
藤
大
輔
　
飯
田
諭
 

斉
藤
ル
イ
ス
　
遠
藤
治
奈
 

水
野
奈
緒
 

【
英
語
】 

【
中
国
語
】 

初
級
敢
闘
賞
 
原
田
ゆ
か
り
 

川口 真有美　　住田 一浩　　山本 健司 

　
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、ご
父
母
の
み
な
さ

ま
と
、留
学
先
と
な
る
海
外
協
定
校
を
訪
問
し
、

現
地
を
視
察
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
参
加
者
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

訪

問

先:

 

 日
　
　
時:

 

募
集
人
数: 

お
問
合
せ
先:

経済学部　経済学科（3名） 

経済学部　政策学科（3名） 

商学部　商学科（2名） 

外国語学部　英米語学科（2名） 

外国語学部　中国語学科（1名） 

商学部　情報ビジネスコミュニケーション学科（1名） 

伊藤 有里 

中谷 友美　　　豊　 興花 

安田 暁彦 

鈴木 智江　　　篠田 耕佑 

金森 直道　　　坂井 銀河　　西尾 あさ佳 

　
3
月
14
日（
金
）に
名
古
屋
国
際
会
議
場

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル（
本
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ

ス
白
鳥
学
舎
隣
接
）に
お
い
て
、2
0
0
7
年

度
学
位
記
授
与
式
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
は
一
同
に
よ
る
讃
美
歌
斉
唱
、宗

教
部
長
に
よ
る
聖
書
朗
読
・
祈
祷
、学
長
か
ら

の
祝
辞
、在
学
生
に
よ
る
祝
歌
の
披
露
な
ど
が

行
わ
れ
、学
部
卒
業
生
7
8
5
名
、大
学
院（
通

信
教
育
課
程
を
含
む
）修
了
生
51
名
に
学
位

記
な
ら
び
に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
の
 

本
学
海
外
協
定
大
学（
5
大
学
） 

6
月
30
日（
月
）〜
7
月
10
日（
木
） 

20
名（
最
少
催
行
人
数
15
名
） 

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
 

T
E
L
 
0
5
2
―

6
7
8
―

4
0
9
3

　
学
長
表
彰
は
在
学
中（
4
年
間
）を
通
し
て

他
の
模
範
と
な
る
活
動
を
し
た
学
生
が
表
彰

さ
れ
ま
す
。
2
0
0
7
年
度
も
学
業
に
お
い
て

特
に
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
学
生
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
表
彰
式
は
3
月
14
日（
金
）に
国
際
会
議
場

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、小
嶋
博
学
長

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

左
記
の
み
な
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 訪問予定のパシフィック大学 
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喫
煙
マ
ナ
ー
の
徹
底
を
 

2008年 5月～11月　行事予定 

中学、高校は吹奏楽、大学は 
オーケストラでクラリネットを 
吹いていました。 
今は聴くのが専門です。 

大学時代は、「自分は将来 
どんなことをしたいのか？」 
「どんな仕事ができるのか？」 
とことん考え続けてみましょう。 

学生へのメッセージ 

趣味 

新多　了  
に っ た 　 　 りょう  

旅行 

教室の中だけでなくいろんな 
所でいろんなことを学んで 
ください。 

学生へのメッセージ 

趣味 

映画鑑賞、旅行 

先輩も後輩も手を取り合って、 
楽しく充実した大学生活にして 
いきましょう！ 

学生へのメッセージ 

趣味 

神保麻衣子  
じ ん ぼ 　 ま い こ  

書道、太極拳 

広報室の新人です。 
環境に恵まれたキャンパス 
で自分を磨きましょう。 

学生へのメッセージ 

趣味 

大塚啓子  
お お つ か  け い こ  

旅行、スポーツ全般、 
ドライブ、カラオケ 

学生生活の中で、何か一つ 
真剣に取り組んでみてくだ 
さい。今後、必ず大きな財産 
になると思います。 

学生へのメッセージ 

趣味 

大澤隆志  
お お さわ  た かし  

ピアノ、登山 

いろいろな意味で中身の 
濃い学生生活を送ってくだ 
さい。 

学生へのメッセージ 

趣味 

齋藤健治  
さい とう  け んじ  

経
済
学
部
 

外
国
語
学
部
 

商
学
部
 

料理、読書 

人との出逢いを大切に！ 
いろんなことにチャレンジ 
してください！ 

学生へのメッセージ 

趣味 

浅野涼子  
あさ の  りょうこ  

北村雅則  
き た むらまさ の り  

人
間
健
康
学
部
 

旅行 

貴重な学生生活を楽しん 
でください。 

学生へのメッセージ 

趣味 

小竹佑典  
こ た け  ゆ うす け  

学術情報センター 
配属部署 

広報室 
配属部署 

大学院事務室 
配属部署 

教務課 
配属部署 

2
0
0
8
年
度
 新
任
者
紹
介
 

　
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
白
鳥
学
舎
に
4
月
よ

り
指
定
の
喫
煙
所（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
隣
・
国
際

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
隣
・
5
階
テ
ラ
ス
）を
設
け
ま

し
た
。
喫
煙
す
る
場
合
は
、非
喫
煙
者
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
、ま
た
環
境
を
害
し
な
い

よ
う
に
、し
っ
か
り
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

白
鳥
学
舎
 

  日
比
野
学
舎
 

 瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
 

建
物
内
禁
煙
 

敷
地
内
分
煙
 

 建
物
内
分
煙
 

 建
物
内
・
建
物
外
と
も
に
全
面
禁
煙
 

 

  1日（木）   
  7日（水）   
 
 
21日（水） 
  中  旬 　 
 
 
  4日（水） 
  中  旬 　 
18日（水） 
 
25日（水） 
27日（金） 
 
 
  2日（水） 
  上  旬 　 
 
 
  9日（水） 
18日（金） 
21日（月）   
23日（水）   
  
 
  5日（火）   
  6日（水）   
 
 
 
 
  8日（金） 
21日（木）  
  下  旬 　 
 
 
10日（水） 
17日（水） 
21日（日） 
22日（月） 
 
23日（火） 
  下  旬 　 
 
 
  1日（水） 
  上  旬 　 
13日（月） 
  中  旬 　 
 
 
15日（水） 
 
 
 
  1日（土） 
  5日（水） 
  上  旬 　 
  中  旬 　 
26日（水） 
  下  旬 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

臨時休講　　　　　　　  〔～2日（金）まで〕 
雑誌リサイクル展［学術情報センター］ 
　　　　　　　　　　　〔～16日（金）まで〕 
TOEFL-ITP［国際交流センター］ 
公開講演会（経済学部）［学術情報センター］ 
PC検定3級講習会〔5日間〕 
 
 
TOEFL-ITP［国際交流センター］ 
学部長表彰 
学生大会 
公開講演会（商学部）［学術情報センター］ 
中国語スピーチコンテスト［学術情報センター］ 
宗教講演会［キリスト教センター］ 
 
 
TOEFL-ITP［国際交流センター］ 
フレッシュマンキャンプ 
学生論文コンクール募集公示 
　（投稿〆切10月末日）［総合研究所］ 
第1回TOEIC［学術情報センター］ 
留学生別科春学期修了式 
臨時開講 
春学期定期試験　　　 〔～8月5日（火）まで〕 
 
 
春学期授業終了 
春学期集中講義 
　（但し、一斉休暇、追試験日を除く） 
　　　　　　　　　  〔～9月12日（金）まで〕 
夏季休暇　　　　　  〔～9月19日（金）まで〕 
TOEFL-ITP［国際交流センター］ 
春学期追試験　　　　　  〔～9日（土）まで〕 
春学期再試験　　　　　〔～22日（金）まで〕 
インターンシップ［キャリアセンター］ 
 
 
留学生別科秋学期入学式 
春学期学位記授与式 
春学期終了 
秋学期授業開始 
履修登録変更期間　　　〔～26日（金）まで〕 
臨時開講 
3年生対象就職ガイダンス［キャリアセンター］ 
 
 
TOEFL-ITP［国際交流センター］ 
公開講演会（人間健康学部）［学術情報センター］ 
臨時開講 
PC検定3級講習会（6日間） 
　［学術情報センター］ 
宗教講演会［キリスト教センター］ 
創立記念日・臨時開講 
第2回TOEIC［学術情報センター］ 
 
 
大学祭　　　　　　　　　〔～2日（日）まで〕 
TOEFL-ITP［国際交流センター］ 
公開講演会（外国語学部）［学術情報センター］ 
チャペルコンサート［キリスト教センター］ 
英語スピーチコンテスト［学術情報センター］ 
中国語検定試験（補助対象） 
　［学術情報センター］ 
学生大会 
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